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第1節ハーバード大学における社会学科の創設

アメリカの社会学の発展は、 1892年に社会学科を創設したシカゴ¥大学やコロンビア大学が中心とな

り、ハーバード大学はこれらの大l'j:に後れをとっていた。ょうやくにして社会学科創設の只体的な動き

がみられるようになったのは1927年、奇しくもヘンダーソンがパレートと11¥会った年である。

ノ、ーバード、大学社会学科の，jij身は、社会倫理学科で、あった。社会倫理学科は、 1905年、「若者たちが、

現代の社会問題に努力を傾注するJことをLI的として、技師で実業家のA.T.ホワイト (A1fredTredway 

White 1846-1921)の寄付によって、ユニテリアン派の社会福t!?思想家F.G.ピーボディ (Francis

Greenwood Peabody 1847-1936)を初代の学科長として生まれた。この学科で講じられた内容は、学科

長のピーボディが論じる社会問題や社会政策にみられるように、「ユニテリアン派の教義に対する彼の

体系というレンズを通して捉えられて」おり、科学としてよりは、道徳哲学上の問題であっ

たl)O 

第-次世界大戦が終わり、社会倫理/f~科は、 R. C.キヤボット (RichardClarke Cabot 1868-1939)学

科長の20年代に、彼の「社会倫理学A:人間関係J講座を中心にしてl'j:古ISおよび大学院の講座を噌やし、

最盛期を迎えた。キヤボットは、ピーボディと111]じように、社会問題の解決を論じるにあたって、倫理

学および個人の良心に基づくれ二為に焦点をまれ、ていたのであった。しかし、 1909年にc.W.エリオット

(Charles William Eliot 1834-1926)からハーバード大学総長を引き静Kいだローレンス.A.ローウェル

(Lawrence Abbott Lowell 1856-1943)総長(1909-1933)は、社会倫理学科のあり方に疑問を抱き、道

徳、村学や倫理JFではなく、科学ぶ向に在った社会学てを構想していた2)。
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*材高の執筆湖呈で、京都大学名誉教授・飯野春樹先生の言卜報に接した。飯野先生は、わたくしに、言葉に尽くせぬほどの多くの

ことを教え、導いてくださった。この一連の研究は、先生への恩返しと新たな羽織の意昧をもっていたのであったが¥今は、残

念の一言に尽きる。飯里薄弱封先生に対して、これまでのご恩に深く感謝申し上げるとともに、この研究の完成を誓いたい。

1 ) Lawrence T下-トNiにchols，
Scientific Vu凶J川Iner旧abi川Iiはty仏，"Science at Harvard University: Historical Perspectives， edited by Clark A. Elliott and 
Margaret W. Rossiter， Associated University Press， 1992. p. 193当時の/¥ 1¥ード大学のC.W.工リオッ卜総長
( 1869-1909)は、ピーボディと義理の兄弟であり、二人とも同じユニテリアン派として宗教および社会科学についての考え

をまったく共有していたといわれる。

2) Ibid.， pp. 202・205
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他方、社会学科をハーバードに生み出すもう・つの動きが経済学科にあった。当時の経済学科には著

名な研究者が多くおり、新市典経済学の丘場に立つF.W.タウシッグ (FrankWilliam Taussig 1859-

1940)や経済史家で経営大学院の最初のデイーンとなったE.F.ゲイ (EdwinFrancis Gay 1867-1946) 

がいた。また、政治経済学教授で、後にアメリカ経済学会会長となったT.N.カーヴァー (Thomas

Nixon Carver 1865叩 1961)が1900年からハーバード大学で、最初の社会学講義を始めており、 1927年には

T.パーソンズ (TalcottParsons 1902-1979)が講師jとして就任し、 [IIJじ年にJ.A.シュンベーター

Uoseph Alois Schumpeter 1883-1950)が客員教授として I.般経済学」を講義していた3)。経済学科の

教員たちは、社会科学の新しい分野として学科内において社会学の拡張を考えていたが、ローウェル総

長は、社会倫理学を吸収するような形で社会学の充実と発展を凶ろうとしていたのである。

l円92幻7年、 C.H.ム一ア(忙CI川i汁f、:for吋dHe引n叫ω4孔ぽ;clオh児elM九Moore18“66か-1門93孔1)教主長主Jテ''j:古剖部15デイ一ンのもとに、科学科の
R. B.ペリー (RalphBarton Perry 1876-1957)を委只長とする「社会学と社会倫理学に関する委員会J
が設けられた4)。

新しい分野の責任者となるべき候補者として、ロシアから亡命しミネソタ大学社会学教授のP.A.ソ

ロキン (PitrimAlexandrovitch Sorokin 1889-1968)と社会進化論にιつロンドン経済政治学大学院のL
T ホフ守ハウス (LeonardT. Hobhouse 1864-192リ)が挙げられた。ソロキンは道徳i:義的接近を排除し、

厳格で自然科学的思考に立っているのに対して、ホブハウスは、ピーボディやキヤボットと[ii]じように

価値や道徳に強い関心を持っていた。

1930年、道徳哲学ではなく n然科学の立場から社会学研究を推進したいと考えていたローウェル総
長は、ソロキンを最初の社会/'j:正教授として迎えた5)。

最初の社会学JE教授となったソロキンは、就任してまもなく「社会学・社会倫理学委員会Jの新たな

委員長となり、社会学を独立した学科として創設することを答申した。 学科の名称については社会倫理

学にこだ、わりを持っていたキヤボットの低抗があったものの、ローウェル総長は、 1931年の秋、学部

教育と大学院教育のために社会学科 (Oepartmentand Oivision of Sociology)を創設し、初代の学科長

としてソロキンを任命した。)。

新しい社会学科では、専任教員が少ないこともあったが、隣接分野からのスタッフの協力をえて、学

3 ) シュンベーターは、 1932年にj¥-j¥ード大学に迎えられることになる。高1成和義 1パーソンズとアメリカ縮哉社会t岩波書
底 1992年.77頁.

4) L. T. Nichols， op. cit.， p. 209.蔀成和義，前掲書80頁委員会のメンj¥ーとして、社会倫理学のキャポット、政冶学のW.Y 
エリオット (WilliamYandell Elliott 1896・1979)、経済学のゲイ、歴史学のA.M シュレシンジャー (ArthurMeier 
Schlesinger 1888・1965)とE.A.ホイッ卜ニー (Whitney)、それに人類学のE.A.ホ一トン(EarnestAlbent Hooton 
1887-1954)がいたc

5 )し T.Nichols， op. cit.， p. 211 
6 )ソ口キンによると、新しい学仰〉計画にあたっては二つの条件が付けられ、非常に難ししもので、あったとしヴ。第ーに、社会学

者を外部から登用せずに、教育・研究に関する第一級の学科とすること、 第二に、新しい学科は、社会倫理学科を畷収・発展

させるものであること、であった。また、創設時の専任スタップの構想は、学科長のソ口キンの他、正教捜の円キャホ、ット、

準教授のJ.フォード (JamesFord 1884-1944)、専任講師のC ジョスリン (Joslyn)と丁目パーソンス¥それに講
師のPピゴース (Pigors)とW.Lウオーナーであった。
しかし、口ーウ工jレ総長からは、最終的には了解されたものの、経済特ヰに所属していたパーソンス、に対してだけ難色が示され

たとし寸。その理由は、パーソンスが社会学よりも在籍してし吃経済学に時むが薄く、経済学科での彼の業績は優れておらず、

経済学よりも社会学でより優れた業績を挙げるであろうと、経済学科が彼の移籍に非常に喜んで、いたというものであった。

Pitirim A. Sorokin， A Long Journey， College and University Press， 1963. pp. 242・244.
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際的な研究を可能とするようなさまざまな講座が設けられた。たとえば、 A.D.ノック CArthurDarby 

Nock 1902-1963)の宗教社会学、 W.M.ウィーラー (WilliamMorton Wheeler 1865-1937)の動物社会

学、 G.W.オールポート (GordonWillard Allport 1897-1967)の社会心理学、 W.L.ウオーナー

(William Lloyd Warner 1898-1970)の社会人類学などである。そして、教育大学院のG.デアボーン

(George Van Ness Dearborn 1869-1938)が中心となって「人口問題Jについてティーム指導の方式をと

り、その・人として名前を連ねていたのがヘンダーソンであり、彼は「人口の質的問題」を担当してい

た。

社会学科は、他の学科からの協力を得て生まれたが、他の学科に所属していた教授たちは、単に社会

学科で講義のみをしていたので、はなかった。彼らは学科の定例会議に出席し、しかも投票権を有してい

た。そして、学科創設時から講義を行っていたヘンダーソンも当然に定例会議に出席をし、意見を述べ、

社会学科発展のために大きな影響を及ぼしていくのである。

こうして、ハーバード大学社会学科は、学際的な講座とユニークな学科運営によってシカゴ大学と競

い、優れた研究者を輩出していくのである7)。

第2節パレート・セミナーの開設とJ.H.口ジャースとの知遇

社会学科が創設された2年日の1932年、ヘンダーソンは、学科長のソロキンから正式な許可を得て8)、

大学院坐を主な対象としている「社会学セミナー (Seminaryin Sociology) Jのーっとして、いわゆる

「パレート・セミナー」を開設した。それは、社会学土研究を本格的に始めたハーバードにおけるパレー

ト社会学啓蒙の第」歩であると同時に、ヘンダーソンにとっては、社会科学深化の船出で、あった。

『ハーバード大学要覧Jの1932年度版(1932-1933)によると、「パレート・セミナー」の正式な主題

は、「パレートおよび科学的探求の方法 CSeminaryon Pareto and Methods of Scientific Investigation) J 

とされ、通年講座による毎週木曜日、時間は16時15分から18時15分までであり、「この講座は、フラン

ス語もしくはイタリア語の読解力を要する」と記載されている。担当者は、いうまでもなくヘンダーソ

ン、それに彼の友人でありボストンの法律家でハーバード大学の評議員でもあるC.P.カーティス

(Charles Pelham Curtis Jr. 1891-1959)で、あった9)。

こうしてパレート・セミナーは、ホーマンズがし、うような「非公式のセミナー」ではなく 10)、初め

から単位を認定する正規の講座として生まれたのであるO 最初の履修者は12名であり、そこには

G. C.ホーマンズ (GeorgeCasper Homans 1910-1989)やパーソンズの弟子であるR.K.マ一トン

ラi

7 )しT.Nichols， op. cit.， pp. 213・214.高i成和義司前掲書司 80・82頁.
8) Letter from Pitirim A. Sorokin to L. J. Henderson， Jan. 2 1932， Henderson Collection Folder 16-14， in Baker 
Library Archives， Harvard Business School 

9 )へンダーソンと力一ティスとは1928年9月頃から書簡を交わし、とくに最初のパレート・セミナーの濁呈で、 1933年3月くら

いまで畿度となく意見の交換をしていた。へンダーソンはイタリア語が心許ないらしく、また感情の表明である残基のE麟にか

なり苦しんでいたと思われる。 CorespondencebetweenしJ.Henderson and C. P. Curtis Jr.， from 1928 to 1933， 
Henderson Collection Folder 4-13， in Baker Library Archives， Harvard Business School 

10) George C. Homans， Coming to My Senses: The Autobiography of a Sociologist， Transaction Books， 1984. p. 104 



(Robert King Merton 1910-)の名前がみられる11)。

ヘンダーソンがセミナーを進めるにあたって、もっとも悩ましたのは、教材となるパレートの書物で

あった。履修条件としてフランス語ないしはイタリア語の読解力があったが、できるだけ多くの学生に

学ばせたいと考えていた彼にとって、フランス語版を使わさ守るをえないことは、大きな制約で、あった。

英語訳版が」刻も早くでることを望んでいたのは当然である。

折しも、パレート・セミナーが行われていた頃、パレートの r---般社会学概論jの英語訳が進められ
ていた。ヘンダーソンは、セミナーの開設が決まると、パレートの翻訳権を持っているハーコート

(Harcort)社に英語訳版の出版時期を問い合わせていた。、当初の出版予定は1933年であったが延び延び

となり、苛立った彼は、「フランス語が読めない学生のために、校正刷りを送ってくれるようにJとい

う要望を度々送り、ょうやく 1934年の5月に校正刷りが使えることとなり、 1934年一1935年に、出版

社から送られてくる章ごとの校正刷りを用いてセミナーを行ったのである 12)。

r -般社会学概論』の翻訳は、コロンピア大学のイタリア語学者のA.リヴイングストン (Arthr
Livingston 1883-1944)の子によってなされていた。当初ヘンダーソンが聞いていたのはイエール大学

社会科学科教授のJ.H.ロジャース(JamesHarvey Rozers 1886-1939)で、あった。翻訳者が違っていたこ

との事実は、ヘンダーソンが彼と接触をとる過程で知ることになったが、ロジャースと知過を得たこと

は、セミナーを始めた彼にとって大きな激励となった。

ロジャースは、アメリカ人としてパレートの唯・の弟子であり、しかも、すでにイエール大学でパ

レート社会学のセミナーを行っていた13)O 彼の存在を知ったヘンダーソンは、「この分野では、多くの

側面でお話にならないほど無学ですがJと断りながらも、パレート社会学lこついて「今後より a層の体

系さ、正確さ、そして厳密さを持たせて発展させなければなりませんが、科学方法を扱った書物として

右に出るものはありません」という書簡を送った14)。

ヘンダーソンの書簡に同封されていた「事実への近似的定義Jの論文を読んだロジャースは、「パ

レートの科学方法の論述に対するあなたの評価をうれしく思います。.. .われわれのもっとも優れた幾

人かの研究者による非常に望ましい反撃によって、わたくしは講座を続けてし、く勇気がわいてきました。

そして社会学者によってパレートがことごとく無視されているという事実は、抑制というよりも激励と

して役立っています。あなたがこの分野で書かれることを今後ともお知らせくださることを確信してま

すし、近いうちにあなたとお近づきになれる喜びを切に希望します」と述べているlラ)。

その2ヶ月後の1933年5月 (5月4日付け書簡で、来週の月曜日となっている)、ヘンダーソンは、ロ

11 )“Pareto Seminar，" Henderson Collection Folder 14・4，in Baker Library Archives， Harvard Business School 

12) Correspondence betweenしJ.Henderson and Harcourt Brace and Company， Jan. 30， Feb. 2， Oct. 26， Oct. 27， 

1932， April 29， 1933， May 2， and May 26， 1934， Henderson Collection Folder 6・8，in BakerしibraryArchives， 

Harvard Business School 

13) ホーマンス、によると、アメリカで初めてなされたパレート社会学に関するセミナーは、 へンダーソンであるとしているが、こ

れは明らかに、ホーマンズの言自憲章いである。 G.Homans， op. cit.， p. 104. 

14) Letter from L. J. Henderson to James H. Rozers， March 9， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， in Baker 

library Archives， Harvard Business School 

15) Letter from J. H. Rozers to L. J. Henderson， March 16， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School. 
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ジャースの招きでイエール大学に赴き、彼のパレート・セミナーに出席した。セミナーに参加したヘン

ダーソンは、ロジャースに宛てた書簡で「わたくしは、先週、何とすばらしい時を過ごしたか、そして

わたくしのパレート理解があなたがたのものと・致し、あなたやラッカの知識によって確認されたこと

が、何ともいえない満足を与えてくれたことを、まずもってあなたに申し 1-_げますO この経験は、わた

くしのこれまで、千Tってきたことが、やるだけの価値が充分にあるという確信を非常に強めてくれました」

と、その感激を述べている 16)。

ヘンダーソンの感激は充分に理解で、きる。ロジャースが指摘しているように、パレート社会学の評価

は、彼の所説がイデオロギー、特にファシストと結び付けられていることもあり、決して尚し、ものでは

なく、むしろ低く、重要でないものとして受けとめられていた。そうした情況で、のヘンダーソンとロ

ジャースの出会いは、お ll~いの研究を勇気づけるもので、あった。とくにそれまで自然科学の世界に生き

てきたヘンダーソンにとっては、社会科学の成。;可能性を確信していたとはいえ、未知!の社会科学の領

域に足を踏み入れ、パレート・セミナーの開設とL寸船mをしたばかりであったから、ロジャースと知
過を得たことは大きな白伝につながったといえよう 17)。

第3節パレート・セミナーの情況:そのI

最初のパレート・セミナーが終わる頃、ヘンダーソンは、「セミナーが評価され、来年も続けられま

すJと、ソロキン学科長に感謝の三葉を送っている IX)。

2年日のパレート・セミナーは時間は/IiJじであったが、金曜日に変更され、担当者もヘンダーソン・

人となった。この年以降、彼は死ぬまでの10年間、他の講義を代講させても 19)、 -人で相当すること

になる。

ヘンダーソンは、この頃からハーバードの教只に積極的に参加を呼びかけていた。 1932年にハー

バード大学に縮かれたシュンベーターに対しては、「もしあなたにおいで、いただけるならば、無 1-_の喜

びをわたくしに与えますし、クラスのメンバーにもこの上ない利益となるでしょうJと2度にわたって

案内を出し、また法律大"'l院のデイーン (1916-1936)であるR.バウンド (Ro刈 oePound 1870-1964)に、

そしてソロキンにも案内を出している20)。

す()

16) Letter from L. J. Henderson to J. H. Rozers， May 16， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School 

17) その一年後、へンダーソンは再びイエール大学を訪れ、ロジャースのセミナーに参加して講義をし、彼のアパートに拒府されて

楽しい一時を過ごした。 Letterfrom Vittorio Racca to し J目 Henderson，Dec. 6， 1934， Henderson Collection Folder 

15・6，in Baker Library Archives， Harvard Business School 

18) Letter from L. J. Henderson to P. A. Sorokin， Jan. 23， Henderson Collection Folder 16-14， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School. 

19) たとえば、 1933年-1934年のラドクリフでの「科学15Jの講義ができないと、同僚のD.B.テイル(DavidBruce Di1l1891-つ)

初受を推してし、る。 Letterfrom L. J. Henderson to Henry E. Bent， Jan. 6， 1933， Henderson Collection Folder 4-3， in 

Baker Library Archives， Harvard Business School 

20) Letter from L. J. Henderson to Joseph A. Schumpeter， May 29， Sept. 19， 1933， to Roscoe Pound， Sept. 19， Oct 

24， and to P. A. Sorokin， Dec. 20， 1933， Henderson Collection Folder 14-4， in Baker Library Archives， Harvard 

Business School. これらの案内に対して、シュンベーターは9月22日に参加し、また、後に述べるように、ソロキンも12

月22日に出席している。 Cf.，letter fromしJ.Henderson to J. A. Schumpeter， Sept. 27， 1933 



こうしてセミナーは、経済"?fi'のシュンベーター、社会学ft'のT.パーソンズ、 G.C.ホーマンズ、!経

史学者のc.プリントン (CraneBrinton)、Jよ評‘1千|ドL諭家のB.A. デデ、フオト (B齢cr叩rnaげ山吋rれ吋dAu咋1培gt卯w刈叩4孔川ti川n肘1日eDeVotω01凶89切7-

195何5)入、 また経?宇伝狩:5有if，りイ，学、

ガ一(何FritzJu凶lle邸F討; Ro∞et出hlisむIS討辻4北巾b恥〉児町cr昭ge引3汀r1898-1り74幻)、 T.N.ホワイトヘッド (Thoma討 NorthWhitehcad 1891-

1969)、そして"?科長のソロキン、また外部の{j)f究計や実務家なども参}JUしたので、あった。

セミナーは、ヘンダーソンのパ葉によると、 1，¥先Jj:が111ぶされ、クラスのメンバーによってI議論が行

われます。 nIt1でヰ~If{な I議論においては、彼らが発 I iするi人r併の腰を折ったり、さらに彼らが依って¥'(
つ知識を必要以上に抑えるようなことは、メンバーにとって公正で、はないでしょう」というもので、あっ

た21)。では、実際はどうであったのであろうかは

すでに述べたように、!開羽講吋初は、『

フランスdJi託出t打!版;版反をゆつくりJ読光んでで、いき、 t主要な筒!好についてri干しくrlJilVJし、 l議Ili命をI誌発していった。 しか

しながら、もし誰も発riしないときには彼は約fからιち1'，がり、「なんとまあ、きみらはほんくらに
なったのか」と、 -人で講義を行うのであった。「こうした行動は、多くの議lil命を刺激しなかったし、

少なくとも出席した小数の院生と行子教Hには刺激しなかった」というレスリスバーガーのri葉からし

て22)、ピーンと張りつめた雰囲気の"，で、ヘンダーソンの独断場が続き、lB1市"，'土緊Ii長の連続であっ

たであろう O しかも、彼は「イエス・キリスト」、「亦髭」と称され、厳栴で「激しやすし、」彼が、「杭

打ち機」のように喋りまくるのでは、行子にとって身も凍るような心境で、あったと思われるO まさに、

「われわれのほとんどは、彼に挑むことが命がけであることを暗黙のうちに知っていたのである」日)。

しかし、例外が-度だけあった。社会学科長のソロキンカ"IH席したときである。ソロキンは、ヘン

ダーソンからの度々の要請で、いわば義用で参加したといえよう O 彼が参加した 12}j22日のセミナー

は、レスリスバ一ガ一もホ一マンズも

に、ソロキンは怒りに震えて在ち上がり、ヘンダーソンの i:，振にfLっjirJから以諭をして、「おそらくレ

ーニン以外には、誰もソロキンを制11'.で、きなかった」演説を30分も行った24)。吋然、ヘンダーソンも

反論をした。その情況は、「対I活などまったくなく、あったのは:人の独り舞介のみであったJというお)。

もちろん、それ以降、ソロキンは:度と姿を見せることはなかった。ヘンダーソンは、このけのセミ

ナーに関連して、ソロキンに宛てて次のようなjj:簡-を送っている。

あなたからの:通の子紙をうれしく思います。あなたがパレート・セミナーに米たいと思

うときは、いつでもそうしていただきたいコとくに、バレートやわたくしと考えが異なるよ

うな場合には、あなたの見解を長町jしてもらうほどイi低なことはありませんし、わたくしは、

21) Letter from L. J. Henderson to Jurian A. Ripley， Jr.， Oct. 11， 1932， Henderson Collection Folder 14-4， in Baker 

Library Archives， Harvard Business School 

22) Fritz J. Roethlisberger， The Elusive Phenomena: An Autobiographical Account of My Work in the Field of 

Organizational Behavior at the Harvard Business School， Harvard University Press， 1977. p. 62 

23) George C. Homans， Coming to My Seses: The Autobiography of a Sociologist， Transaction Books， 1984. p. 105 

24) Ibid.， p. 105 

25) F. J. Roethlisberger， op. cit.， p. 62 
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論点を明確に洗い出すことによってのみ、いくつかの同難な問題がわかり得ると考えます。

わたくしは、パレートに関する以外に、ハーバードにおける社会学の発展についてことさ

らに'1'し卜.げることはありません。なぜならば、その学問へのわたくしの知識では、明確な

見解をほとんとご保cllEしないからです。パレート社会学については、今やわたくしは、かなり

IljJ伴.な見解をぷt則することができます。本書には欠陥があるにも拘らず、適切に解釈され、

・Aの事柄が多少とも関連ないものとして取り除かれるときに、総じていえることは、社会

学の文献であれ、科学子続きにとって必要充分条件が何かについての科学方法をより明ぶ的

に， I及している文献であれ、わたくしが知っているどのようなものよりも、本書は優れて明

確な論述をぶしています。その他に、研究するにあたって・組の限定された変数を設けたシ

ステムの定義のような-定の明確な成果もあり、全体からしていえることは、本書の大部分

において、持者は .rtしてf1分の規定する子続きに忠実であるという理由から、わたくしは、

社会学の研究者に対して、この詩作を多少とも継続して研究する機会を提供することが有用

であると考えます。

社会学{fを除いた人びとの関心については、おそらくわたくしはもっと自信を持った雄弁

家となるでしょう。間違っていなければ、 f守JFJT、心用学者、人類学者、歴史学者、精神医

学託、 j法よ

いといえますO これは、アメリカの大学では珍しくない同難な問題をもたらしており、わた

くしは、大学において部門別に分かれた組織と排他的な専門的見解によってもたらされる弊

;与をどのようにして弱めるかを大片的に考えています。科学およびその他の多くの問題に対

するパレートの博識ー十そのすべてが社会学マ者によって普通程度に理解されているわけで

はありませんが一一一のゆえに、わたくしは、本書が、大学の比較的硬直した組織および専

門家の伝統によって切り離されている人びとを結び付ける有用な機会を与えてくれると考え

ています。むろんあなたは、昨年と今年、このセミナーにかなり広い分野からの人が出席し、

そのうちの幾人かは定期的に参加していたことをご存知です。もし社会学科がこうした動き

を何とかして育成するかあるいは触媒作用となってくれるならば有用でしょうし、長い日で

みれば、そうすることが社会学科にとっても知的に有益で、あろうとわたくしは考えています。

しかしながら、提案すべき特定のものをわたくしは何ももっていませんあ)。

この書簡に対して、ソロキンは、「あなたのJ長外れた『見事な管理』を通じて、すでにさまざまな科

学を代夫する巾心的な『クリアリングハウスJになっているセミナーを子伝う限り、わたくしは今後も

そうするでしょう」と切り返している27)。

官庁

26) Letter from L. J. Henderson to P. A. Sorokin， Dec. 29， 1933， Henderson Collection Folder 16-14， in Baker library 

Archives， Harvard Business School.書簡に示されているソロキンカ、らの二通の手紙は見つけることができなかったO

27) Letter from P. A. Sorokin to L. J. Henderson， Jan. 11， 1934， Henderson Collection Folder 14・4，in Baker Library 

Archives， Harvard Business School 



当時、ソロキンはアメリカにおける実証主義社会学の指導者で、あり、ハーバードの社会J対葺築のため

に招かれた人物であった。ヘンダーソンの書簡にみられる表現は軟らかいが、明らかに彼のソロキン社

会学科長への挑戦で、ある O そこには創設されて問もない社会学科に開講されたパレート・セミ

ナーへの彼の基本的考えをみることができる。すなわち、第-に、科学としての十一1:会よ対茸築にIrlJけたパ

レート社会学の主要な概念枠組と科学Jh去の有効性で、あるO 第:に、 -般用論としてのパレート社会学

の重視であり、それゆえのパレート・セミナーの布効性である。ヘンダーソンは専門分化された学問領

域での研究の限界を白覚し、学際的研究を可能とする基礎理論としてパレート社会"l:を位置づけ、セミ

ナーを運営していたのである。

第4節パレート・セミナーの情況:そのE

さて、経営学分野においては、 1926年に「疲労研究所」と「産業調1t&l5Jが創設されて以来、ヘン

ダーソンは、経常大学院のモーガン・ホール (MorganHall)の研究室に隣接していたメイヨーと深い

つながりを持ち、ホーソン・リサーチを行っているホーソン工場に訪れたこともあった。、当然のことな

がら、パレート・セミナーにおいてもメイヨー、レスリスバーガ一、そしてホワイトヘッドは、最初か

ら出席していた。メイヨーは、パレートの残基に関連して、心理学的観点にιった本能の概念について
報告を行い、パレート・セミナーに積極的に貢献していたお)。

また、人間関係論の概念枠組を構築したレスリスバーガーは、メイヨーを「知的ほ」と呼ぶ -}jで、

ヘンダーソンを「知的父」と称し、より厳格な思考を持つ彼の「少量の冷水から、大なる刺激を受けて

いたJ29) 0 レスリスバーガーが所属していた産業調育部を通じたヘンダーソンとの関係については、

稿を改めて明らかにすることとして、パレート・セミナーに|虫返していうならば、彼がそこから学んだ

ことは、人間行動を論理的行動と非論理的行動とに峻別することの重要性で、あった。

彼はいう、「パレートが論理一実験的について述べるとき、わたくしはそれを技術の世界に置き換え、

彼が非論理実験的について述べるときには、わたくしはそれを社会空間と呼ぶものに置き換えていた。

これらの空間は、異なる存在や関係の"1に市められており、わたくしはそれらが混同されるべきではな
いというパレートとヘンダーソンに完全に・致したjとO とくに非論理的な行動については、「わたく

しにとって、人を根元的に人間たらしめるものであった」と述べている川。レスリスバーガーのn叙
伝である『捉えがたい現象Jという書名からしても、彼がパレート・セミナーを通して受けた「人間行

動のなんたるものか」は、強烈なもので、あったと理解され、彼の人間行動理解は、 1935年からの「社

会学23Jへの参加を通じて深められ、発展していくのである。

さらにホーマンズとパーソンズもつねに出席していた社会学者であった。ホーマンズは、ハーバー

ド・カレッジでイギリス文学を専攻し、その限りにおいて社会科学とは無縁で、あった。しかし彼は、学

28)へンダーゾン・コレクションには、表題は示されていないが、 1932年12月5日(鉛筆書きで)、メイヨーによるパレート・

セミナーのための5頁のタイフ原稿が収録されてある。ト~enderson Collection Folder 19-22， in Baker library Archives， 

Harvard Business School. 

29) F. J. Reothlisberger， op. cit.， p 

30) Ibid.， pp. 60・65
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点15のチューターであり、!併史家でよI~論家のデフォトの紹介でヘンダーソンにIH会い、ヘンダーソンによ

って社会科"1'哨I)f究 fr' として必要な能力と知識を身につけたのである。彼にとってヘンダーソンは、文~'f: 

.iUlり「パトロンjであったり

彼は、ヘンダーソンの勧めにしたがって、 Fベイコン(Bacon)の『ノヴム・オルガノンj、M.E.モ

ンテーニュ (MontaigndのEssais、クロード、・ベルナール (ClaudeBernard)の『実験医学研究昨日比』

をII光み、パレートの『舟貯1:会"?概III命jについては1930"1:7)JまでにはII光被していたりそして111:界恐慌

のあおりで失来-していたこともあり、彼は、パレート・セミナーには故初から参加lをしていた。

彼が、パレート社会学そのものというよりも、それを通じてヘンダーソンからつかみ取ったのは、

「科学の・般化」である。それは、データからのiT.'tt (uniformity)以上のイI1Jものでもなく、新しい

デー夕、 r析するデータによっていつでも修正され、無効にされるのである。彼は、「多くの
デデ、一タを Iリ正l正:伸雌:に史要:約することでで、はなく、 むしろ近{似似U以、f的i内9にまとめることでで、ある O この珂珂!山のために、 舟交

化はさげすまされるべきではなしリとしている。そして彼は、変数の付111.依存性を取り扱ったパレート

の社会システムとシステムの均衡概念に1i: 11していたのである川 )O ホ一マンズカがt可j汀i七i日した干科:干↓十ド，、芋の

化とシステムの均衡概念は、まさにヘンダーソンの強調しているところである。

そして最初のセミナーが終わる頃、ホーマンズは、セミナーの-tl!、11J?で、家族の友人でもあったカー

テイスから、アメリカのIiftJ?にri.Jttたパレート社会学の人I"J，Ifをfヰかないかという提案を受け、 Lし〉

しょに人1"J ，fj=をJ?いたのである児)。ホーマンズにいわせると、「パレートの書物が社会学で、あることか

ら、わたくしが1月t"，i~A:んだ社会学で、あったが、『人t"H を Jj:し、たことがわたくしを社会予~ft. ，こしたJ の

であり刊)、こうしてヘンダーソンが彼を社会71JTの道に歩ませたので、あるO

社会学科のl'存向tjで、あったパーソンズも辺則的にlB附をしていた-人であったのパレートに対して不

定的で、あった多くの社会71J?の1/.で、彼はむしろ積倒的によy.価し、ヘンダ一ソンの『ド/パtレ一トの

会d学、Y予y戸引tリ』のJλ;?υ同:元五古刈'Iよ，¥'1討、'1ドtをf行tハしρ山斗)、 nらの処火作となる『社会的行為の構造』にパレートを取り 1'.げるとともに、
その「序丈」の1/.で、ヘンダーソンに対して、とくに「咋史的な科学}j法論とパレートの詩作の解釈」

にIWする援助に感謝の， I葉をHViっている1針。

ノtーソンズは、ヘンダーソンの死後、チェスター・ I-バーナード (ChesterIrving 8arnard 1886-

1961 )の求めに応じてヘンダーソンとの交流を fl1}顧している口その内'存は、 I~{接パレート・セミナーに

がiび、つくものでないが、 :人の関係をぶすものとしてここで取り卜.げておこう c

w 

ヘンダーソンとの交流が、わたくしそのものの成長に非常に大きな役割を果たしたことは

31) G. C. Homans， op. cit.， pp. 108-111， and p. 117 

32) An Introduction to Pareto: His Sociology， Knopf， 1934 

33) G. C. Homans， Sentiments and Activities: Essays in Social Science， The Free Press of Glencoe， 1962. p. 5 

34)“Review of Mind and Society by V. Pareto and Pareto's General Socioligy byし J.Henderson，" American 

Economic Review Vol. xxv， 1935. pp. 502-508“Pareto's Central Analytical Scheme，" Journal of Social Philosophy， 

1， April 1936， pp. 244・262

35) The Structure of Social Action: A Study in Social Theory with Special Reference to a Group of Recent European 

Writers， McGraw-Hill， 1937， The Free Press， 1949. p. vii.桶上毅・厚東滑臨R.:1社会的行為の構造第1分冊し持軍社司

1976年. 14頁.



11実です。それは、わたくしがケンブリッジに蔚任した年のI927{f-1 928年に始まりました。

わたくしは打子社会科学ft.の議論集l吋への参加に議われ、その集i吋がパレートについて話を

してもらうためにヘンダーソンを抗'1"¥たH与でした。わたくしは、パレートについてはきわめ

て漠然とは聞き知っていましたが、彼の持作のどれも読んだことはなく、 r.般社会学概論J
に眼をII1Jけさせ、実際にE沈むようにさせたのは、このヘンダーソンのぷでした。これが非常

におもしろいものと分かり、相、liの則IIUにわたってそれをあちこちと徹底的に研究しました。

けれども、わたくしn身の関心はヘンダーソンとは違っていましたので、それについて実際
にわたくしが彼と点剣な交わりを持つようになったのは、わたくしの研究そのものがかなり

進んだ段階からでした。わたくしは、経済用論の領域の問題とその社会学的な境界の問題に

ついて研究をしておりました。わたくしのもっとも根本的な考えはマーシャルに関する論文

に結実し、その多くはわたくしの古物に織り込まれました。この問題に対する非常に異なっ

たパレートの接近}j法がわたくしに大いに関心を持たせ、次のi:な課題として、この観点か

らパレートの体系について慎重かつ批判的な分析に着手しました。わたくしは雑誌の論文と

してはあまりにも長すぎる原稿を書き、それをどのように扱っていいのかまったく分かりま

せんでした。わたくしはこれをヘンダーソンにみせ、初めて彼を本、liによく知るようになっ

たのは、この批判的な村議においてでした仁最終的な結果は、この原稿を単独で公にはせず、

これを遠大な研究のqlに織り込むという決定であり、それがついには『社会的行為の構造』

になったのですM)C

しかしこれに関連して、ヘンダーソンとわたくしとの意義ある次の交流は、[{直t白在(ちに正式な

形で

件性.を求めて、研究助成をしていた社会科学の研究委員会にそれを提出しました。委只会はヘ

ンダーソンにそれを読むようにと依頼をし、彼は、わたくしの人生における主要な知的経験

の・つであると証明される連続した長時間の討議を交わすために、わたくしを呼んだのです。

少なくともその書物の半分について、わたくしが覚えているうちでおそらくはもっとも徹底

した原稿の批判分析を通して、彼はわたくしと・緒にほとんど-文章ごとを人念に検討しま

した.m。それはわたくしにとって望外な助けとなり、多くの筒所の重要な改訂となって現れ

ました。わたくしは彼に対してつねに同意をしたのではありませんが、彼の見解はつねに実

り多く、わたくし日身の忠与にきわめて有丹jで、あることが分かりました。それがなかったな

らば、間違いなく、実際に現れた書物ほどにはいいものにならなかったでしょう。

もう-つの彼との意義ある交流は、これより幾分早い時期から始まりました。わたくしは

36) 社会的行為の構造[の最初の草稿ができたのは、 1935年であり、パーソンズは、パレート・セミナーの進行とともにパレー

ト研究の深化を行っていったと思われる。高城和義上掲書司 102頁.矢j華修次郎「現代アメリカ社会学史研究L東京大学出
版会司 1984年.235咽236頁参照.

37) パーソンズは、別の箇所で、彼の草稿をめぐって、ヘンダーソンが、自分の家で約三ヶ月聞にわたって毎週二回二時間、主にパ

レートとテュjレケムに関する章を各節こ、とに微に入り細にわたって検討してくれた、と述べている。検討の結果は、パーソンス

に改訂を決意させ、改訂のために約一年間を費やしたのである。 T.Parsons， Social System and the Evolution of Action 

Theory， The Free Press， 1977. pp. 29-30田野崎昭夫監訳『社会体系と行為王監命の展開l誠信書房 1992年35-36頁

61 



医療行為の経験研究の意味を考えており、その分野が彼にとっていかに重要であるかを充分

に理解しないでおりました。けれども、彼は、わたくしが最初に意見を求めた」人であり、

それに関連した彼との会話の初めから、わたくしの構想と思考に非常に重要な影響を与えて

くれました。なかでも、医療に従事する医師の精神療法に対する役割と精神身体医学の効果

に関心を持ったのは、彼とメイヨーのおかげに大きく依るものでした。これは、彼が「社会

システムとしての医師と患者」を書く前のことだ、ったでしょう O ついでに、わたくしはでき

るだろうと願ってはし、ましたが、はずかしながらこの研究は未だに完成しておりません。

これらわたくし白身の経験における二つの糸は、わたくしにとって、社会科学の接近に対

するヘンダーソンの関心における最も重要な二つの道筋をぷすように思えます。.方におい

ては、彼は体系的な理論それ白体に関係してました。わたくしは、 ふ般化された理論的思考

の性質と意義において彼がもっとも堅同な会得を有している、わたくしの全く精通していな

い研究領域での数少ない科学者の A人であると考えています。これが、彼にとってパレート

の最高の意味で、あったとわたくしは確信しており、彼の業績は、他の領域と同じように社会

科学においても理論の性質と重要性の解釈者として生き続けていくと考えます。彼の思考に

おける第二の主要な道筋は、臨床的接近です。彼は、医術の専門および科学と実践との相fl:

作用の豊かさに対して深遠な感覚を有しているとわたくしは思っています。もちろん、この

ことが、ケースの提ぶということにおいて、社会学23の非常に重要な役割を果たしました。

したがって、わたくしは、ヘンダーソンのこの i二ない重要な影響という最高の衝撃を感じ取

ることができる方法で、思いもかけずこれら双方の領域に科学的関心を持ったことは幸福で

あったことに感動しています則。

第5節パレート社会学の執筆と英語訳版の書名

1934年8月、ヘンダーソンに対して、ロンドン大学からパレート社会学のセミナーの依頼が来た。実

は、メイヨーがロンドン大学のロンドン経済政治学大学院に行った折、そのスタッフにヘンダーソン

がロンドン大学の生理学・生化学科で講義を行うことを教えたことから、「もし時間がおありならば、

わたくしどもの大学院に来ていただき、パレートの社会理論を主題として社会学専門家と研究生のセミ

ナーを開いていただくご厚情を賜りたいのですが。メイヨー教授によって、わたくしたちは、あなたが

この主題でお話しされることを知りたいという欲求に駆られたのです」と列)。

思いもかけなかったヘンダーソンは、この依頼を喜んで引き受け、「生理学者の観点に立ったパレー

ト社会学」という ì~題でセミナーを行うことにしたが、「わたくしはちょうど、パレート社会学につい

u2 

38) Letter from Talcott Parsons to Chester 1. Barnard， Dec. 31， 1945， Barnard Collection Case 1， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School.彼は、当時は充分に認めていなかったが、ヘンダーソンの科学哲学とE監命の本質の見

識が自分の!!8嗣句思考の発展にきわめて重要な影響を受けていたことを、後年、告白している。 下 Parsons，op. cit.， pp. 30・

31. r手障問， 36-37頁
39)しetterfrom L. Evans to L. J. Henderson， August 2， 1934， Henderson Collection Folder 8-4， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School 



て12，000語くらいの小さな書物を書き上げたところです。これは、 ・回限りのセミナーでは多すぎます。

もう ・回か '.[111くらい増やしてもらえないでしょうか」と希望した。もちろんロンドン大学も異論はな

く、当初予定されていた10月15日の他に、 18Hの生理学・生化学科の講義の前にセミナーを追加して

行うことになったのである斗())O

このロンドン大学でのセミナーの基礎となった「小さな書物」とは、 1935年に著した『パレートの

-般社会学:生理学干者からの解釈』で、あった。

実は、この「小さな書物」の具体的なきっかけは、 1933年に、『ザ・サタデイ・レヴ、ユーJの編集者

からの「パレートの書物に関して、批評でなくとも論文を書いてくれないかjという依頼であった。

「時期が来たときに、パレートについて何かを書きたしリと 4月に返事をしたヘンダーソンで、あったが、

l年後の1934年5月末に、「近いうちに刊行される英語訳版とはまったく無関係である」としたパレート

社会学の評論を書き Lげたので、ある41)。

ヘンダーソンが「英語訳版とはまったく無関係であるJと強調した評論は、もともと r--般社会学概
論』の英語訳版に「序文」として載せられないか、とデフォトを通して出版社のハーコート社に提案し

ていたのであったが、残念ながらマダム・パレートから断られたのである42)。その年の夏に、ヘン

ダーソンは、 3β00語の『汗諭を25，000首長まで増やして「小さな書物Jにまとめた。それは、マダム・パ

レートに断られ、 -度は自分を抑えたが、 l1:むに止まれぬ気持ちから著したので、あった。これを書いた

動機を、英語訳版を出版するハーコート社に送った書簡の中で、次のように述べている。

わたくしが小論を書いた主要な動機は、わたくし自身の頭脳から何かを得たいという気持

ちは別にして、わたくしが真実であると伝じることを明確にすること、そしてパレートの書

物の研究が歴史学、政治学、経済学、法律学、神学などのような非常に多様な主題を理解す

るために有用で、まさに不可欠な予備知識を提供することにあったのです。

この目的の達成にあたって、この小論がかなり成功すると考える理[tlがわたくしにはあり

ます。というのは、この小論がそれを非常によく考えていると思われる多くの人々によって

読まれてきているからです43)。それはすぐに公刊されるべきであり、できる限りの販売努力

がなされるべきである、というのがわたくしの希望です。わたくし白身の商品を大衆に強力

に売り込む努力をすることはわたくしの気質ではありませんが、この場合には、そうするこ

とがこの小論を書くわたくしの動機と」致しているのです。もしこのような A片の著作がい

40) Letter from L. J. Henderson to L. Evans， Sept. 18， and from L. Evans to L. J目 Henderson，Sept. 28， 1934， 

Henderson Collection Folder 8・14，in Baker Library Archives， Harvard Business School 

41) Correspondence between L. J. Henderson and Henry S. Canby， April 11， 1933， April 13， 1933， and May 28， 1934， 

Henderson Collection Folder 3・13，in Baker Library Archives， Harvard Business School 

42) へンダーゾンと同じように、ロジャースと訳者のリヴ‘インクス卜ンも希望していたが、リヴ.インダストンには注釈を除いて

はいずれも断られている。 Letterfrom D. C. Brace (Harcourt， Brace and Company) to DeVoto， May 22， 1934， 

Henderson Collection Folder 6・8，in Baker Library Archives， Harvard Business School 

43) たとえば、ヘンダーソンの評論に対して友人でもある口ーウェル総長から批評が送られている。 Letterfrom L. A. Lowell to L 

J. Henderson， May 28， 1934，ト~enderson Collection Folder 8-13， in Baker Library Archives， Haravard Business 

School 
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わば 1ドルで公刊され、売られることができるならば、その効果は、わたくしとIJiJじように、

あなたにとってもきわめて興味あることになるだろうとわたくしは考えます。それゆえに、

このように説明するのです。

. .あなたが、なぜこの小論を好まないか、わたくしの頭に浮かんだ・つの考えられる特

別な理巾があります。わたくしは終始 i可してパレートの書物を A般社会学と呼んできたの

であり、あなたがたのほ用した書名は人を誤らせるものであると考えています。

どのようにしても、イタリア語およびフランス語の書名の直訳に代えて、さまざまな点で

の問題を暖昧にすることなく、あなたがたが採用した書名を取り入れることができませんで

した。原稿が示しているように、わたくしは、あなたがたの観点からして不利益であるよう

な内容を含むものは・切ないと思います、がしかし、あなたがたの衣題に対する唯-のJ及

が・つの脚注にあります.+.+)。

しかし、ハーコート社は、ヘンダーソンの ~fl し IHに対して恐縮しつつも、 1. . . r~般社会学概論J で

はlリjらかに教科書のように聞こえ、 A般読者を逃すというゆゆしきことになってしまいますJという煙

山で、断ったのである時)O

こうして1935年5H、パレートの r-~般社会学概論J は、英語訳版として『心と社会j (Mind and 

Societv)という書名で公刊された.+6)。

すでに明らかにしたように、英語訳版の書名が『一般社会学Jにならなかったことは、 :つの意味に

おいてヘンダーソンの意凶に明確に反するもので、あった。第-の意味は、実際の書名が『心と社会Jに

なったことであり、第:の怠味は、書名から“generale" がないことであり、ともに彼にとって容認し

がたいもので、あった。まず、第‘の意味を明らがにしてみよう O

パレートは、 r~般社会学概論j の S 186からS218にかけて天候と儀式の関係を取り上げ、市代ギリ

シャの官学者のエンベドクレス (Empedocles)、プルターク (Plutarch)、地理学者のパウサニアス

(Pausanias)、歴史家のヘロドトス (Herodotu只)、古代ローマのキケロ (Cicero)、セネカ (Seneca)、

ローマ皇帝でストア哲学者のマルクス・アウレリウス (MarcusAurelius)など多くのi-:I説を引用し、そ

れを通して人間の非論理的行動を浮き上がらせている斗7)。

パレートが選び、引用したのは、天候を変えようとする人間の行動で、あった。嵐やI:t:jなどの天候に対

44) Letter from L. J. Henderson to D. C. Brace， Sept. 22， 1934， Henderson Collection Folder 6-8， in Bakerしibrary

Archives， Harvard Business School.ヘンダーソンが述べているように、彼の[[/'¥レートのー均貯土会学』には、確かに英語訳

版に言及されているところが一箇所ある。ただそれは、原著の英語訳版として示されているだけであって、それ以外なにも触れ

られていないという徹底さである。 Pareto'sGeneral Sociology: A Physiologist's Interpretation， Cambridge， Harvard 

University Press， 1935. p. 5. 繊融行副升究会訳 j緬能行動論の基礎:パレートの一弥貯士会学L東洋書底 1975年.22頁
45) Letter from D. C. Brace to L. J. Henderson， Sept. 24， 1934， Henderson Collection Folder 6-8， in Baker Library 

Archives， Harvard Business School 

46) Mind and Society， Trans. Eng. by A. Bongiorno and A. Livingston (ed. by A. Livingston)， 4 vols， New York， 

Harcourt， Brace and Company， 1935， reprinted， 2 vols.， 1963 

47) Vilfred Pareto， Traite de Sociologie Generale， Librairle Droz Geneve， 1917， 1968. pp. 97-127. Mind and Society 

(Trans. Eng.) pp.111-145 
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して人間は祈祷をし、いけにえを捧げる。そのいけにえは、 nい鶏であったり、 !llL、下であったり、あ
るいは人柱である。これらの人間の行動に対して、魔法とか忠魔というものによってさまざまに説明が

用いられてきた。こうした儀式とベ候を結び付ける説明は、人間の心の世界の問題であるが、パレート

はその解釈にこだ、わらなかった。つまり、パレートは、なぜいけにえが必要であるのか、悪魔と神とが

どのような関わりがあるのか、という心用学 Lの、あるいは形1M1γ'?の問題には人り込まなかった。

彼は、基本的に観察され得る世界の1/'、つまり人間の行動やliftられるIi葉を扱い、行動や会d話百という

事実の中にみられる人問の行動の斉

討してきた多くの事例のすべては、 j共七通した{や何l可d物カか、¥、 't定i己:で、ある{や何I吋d物カか、をイ布[しているO すなわち、それ

によつて嵐が影響を叉受，けられるという .1定i江:のj万']i法去があるという!感E惑芸f情古でで、あるJ4判制H別)O

そうした斉

として記述される、ある仮説的な心理状態を表出するjという作業仮説ないし概念枠組を設け、他の現

象の観察、それらの事実カか、ら斉

頁真~f偽為の問題として考考.えることは、心理の世界に人り込むことを，な味し、まったく，な味のないことである

とし、パレートは、人聞のn葉ないし行動という観察される世界に限定して、人間の非論用的行動を明

らかにしようとしたのである。

このように、パレートは心の世界に入り込まず、観察されるi吐界に対してきわめて慎章な態度で分析

を行い、科学としての十一f:会学を構築しようとしたのである。それゆえに、ヘンダーソンならずとも、1... 

『心と社会j という英語訳版の芹名は、彼が行~J たことの根本的な思い違いをほとんどの人々にもたら

すものであるJ49)。ヘンダーソンが評論を書いたときに、「英語以版とはまったく無関係である」と強

調したのは、このような理山からであり、まさに、『心と社会jは、「不幸な書名J50) で、あったといえ

よう O

次に、第二の意味である。

『心と社会Jの発行は5)J23 Uであったが、ほほ同じ日付で発行されたのが、先に述べた評論「パ

レートによる社会の科学」で、あったラ1)。この評論の原稿をあらかじめI涜んだロジャースの/11J僚で、パ

レートの元助子で、あったY.ラッカ (YittorioRaじca1876-1957)は、「この i:.題についてわたくしが今ま

でに読んだ中で、もっともよく均衡がとれ、もっとも厳密で、もっとも人間的です」と賛辞を贈った日)O

他}j、「諸大学でパレートの研究を効果的に押し進めたいという私の希明であり、このff的のために

これが出版されるのがElければlfl.いほど望ましいと考えますJ53)としたヘンダーソンの「小さな書物j

は、 1934年の12Hには書きト.げられ、翌年の春、ハーバード大学からlH版の申し出でがあり、『パレー

48) Ibid.， p.126. Trans. Eng. p.144 

49) Letter from L. J司 Hendersonto Northrop， Oct. 15， 1935， Henderson Collection Folder 10イ， in Bakerしibrary
Archives， Harvard Business School 

50) G. C. Homans， op. cit.， p. 103 

51)“Pareto's Science of Society，" The Saturday Review of Literature， May 25， 1935 
52) Letter from V. Racca to L. J. Henderson， May 24， 1935， Henderson Collection Folder 15司6，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 

53) Letter from L. J. Henderson to H. S. Canby， Sept. 11， 1934， Henderson Collection Folder 3-13， in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 
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トの

彼のh依え}期切のJ丹?物となつたのでで、あるO

「パレートによる社会の科JFJと『パレートの・般社会学jとは、執筆の過程から推察されるように、

ほほrriJじ内科である O つまり、[パレ一トの

り、その本諭は「パレートによる社会の科''l~J にむ rの修正と肉付けを行ったものである。そして新た

に執下したノートは、ヘンダーソンが、「わたくしは力の限りをJ~\ くして、関連する JJJ 請を定義づけ、

包合されている諸現象の本質をI託19jJしようとして、いくつかの間題点を明確にし、 I涜-ftに理解を深め

てもらうために、本論にJJIIえたものである刑。

.I'¥¥il命の夫題にある「社会の科学Jは、パレートの社会学が社会科d芋の基礎理論で、あることをIj'してい

る。パレート理論の主要な特徴は、社会システムにおける諸変数の相/1.依存の変動状態に関する分析に

ある。幡史学、文学、経済学、社会学、 jよィifF、政治学、神学、教育学などは、さまざまな関係にある

人IIIJと人間が織りなす相fi.作川、彼らの感情や手llt:、彼らのJ~.lnこ関わっており、そうした情況は多く

の変数を合む相川氏作の状態であり、パレートの社会システムという概念枠組みを通して解明されなけ

ればならな"¥0 ヘンダーソンは、「パレートの社会学は、それが経験による検証に耐えうる限り、第-

のmSJliのすべての学科11(1..にrぶした科10に応JUされるように思われる。パレートが『舟け1:会学概

論jという汚名を選んだのは、このような理山からであるjとL張している56)0 パレートの-般社会

学に対するヘンダーソンの~IL"、は、「小さな丹物」を「社会の科学」という性格を持たせた[パレート

の・般社会学jとして、人間と人間が織りなす社会を解明するという科学の A般性にあったのである。

こうして、ヘンダーソンは、『パレートの均支社会学』の公刊を通じて社会科学の成在を確信し、か

つパレート・セミナーも 3年Ifを迎えた。彼は、友人に宛てた占簡に、「過去 3年間セミナーをやって

きましたが、社会現象を分析するにあたって、科学Jii，去のJ基礎として役に心:つことがわかりました。さ

らに重要な結果は、パレートの存物を読んだ後、その概念枠組を使い、その使用は便利で、かっイ{{Jをで

あることがわかりました」と述べている刊。

しかし、まだその歩みは始まったばかりで、いよいよ正念場ともいえる「社会学23Jが開設される

のである。

oo 

( 1995{F 10 Jj 411受Jll!)

54) Pareto's General Sociology: A Physiologist's Interpretation， Cambridge， Harvard University Press， 1935.事国議行委力

研究会訳[キ邸融行動論の基礎:/ '¥レー卜の一市封士会学ん東洋書庖ー 1975年.公刊された同じ5月に、へンターソンは、ミシガ

ン大学の社会学科で、「科学方法とパレ トの貢献」と題して講演を行っている。 Correspondencebetween L. J 

Henderson and Mckenzie， March 13， 16， 19， April 5， 17， and May 10， 1935， Henderson Collection Folder 3・13，

ト-lendersonCollection Folder 9-3， in Baker Library Archives， Harvard Business School 

55) Ibid.， p. 70. lf橋間‘ 110貰.日本語訳版の書名についても、副題には生かされているとしても、主題に「→到という言葉が

ないのは、へンダーソンの意図に反するものであろう。

56) Ibid.， p. 15. r邦訳J， 44頁括弧内は、引用者によるのこの主張は、英語訳版の書名に“g的色rale"がないことから、あえて強
調されたと考えられる。

57) Letter from L. J ト~enderson to L. Levy Bruhl， Dec目 31，1935， Henderson Collection Folder 3・13，in Baker Library 

Archives， Harvard Business School 


